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新年の良き日を喜び合い、明日への活力を培うことを目
的とした「初日の出を望む」が、2007年(平成19年)元旦、
天王スカイタワーを会場に行われました。
今回で８回目となる正月イベントには、早朝６時30分

から市民約70人が参加。午前７時18分頃、展望室東側に
見える出羽の山並みが広がる雲の切れ間から、オレンジ色
のまばゆい陽光が地上に降り注ぐと、市民らは「きれいな
初日の出に感動した」と満足の表情を見せ、新年に夢と希
望を抱いていました。
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一
月
四
日
、
平
成
十
九
年
潟

上
市
消
防
出
初
式
が
、
天
王
総

合
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、

潟
上
市
消
防
団
三
十
分
団
の
団

員
三
九
〇
人
を
は
じ
め
、
来
賓

多
数
が
参
列
し
ま
し
た
。

式
は
、
市
消
防
団
旗
と
分
団

旗
の
入
場
で
始
ま
り
、
秋
田
県

知
事
表
彰
な
ど
の
各
表
彰
で

は
、
団
員
の
長
年
に
わ
た
る
功

労
を
称
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
石
川
光
男
市
長
が

「
市
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約

半
世
紀
に
わ
た
り
、
住
宅
火
災

を
は
じ
め
、
各
種
火
災
の
消
火

■
秋
田
県
知
事
表
彰
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章
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６
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２
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和
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第
10
分
団
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団
長

佐
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金
　
明

40
年
勤
続
章

潟
上
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消
防
団
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菅
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金
　
春
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２
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一
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年
勤
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６
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伊
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一
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８
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右
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８
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光
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彦
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団
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団
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平
　
野
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治

25
年
勤
続
章
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王
支
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第
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班
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佐
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木
　
博
　
光
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王
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２
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６
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６
分
団
　
班
　
長

安
　
田
　
義
　
代

昭
　
和
支
団
第
１
分
団
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４
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岡
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仁
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３
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団
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田
　
新
　
一

20
年
勤
続
章

天
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支
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４
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菊
　
地
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天
　
王
支
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第
９
分
団
　
副
分
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安
　
田
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天
　
王
支
団
第
９
分
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田
　
隆
　
次

天
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支
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分
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和
支
団
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分
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小
　
玉
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昭
　
和
支
団
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分
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黒
　
澤
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飯
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支
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第
１
分
団
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長

鐙
　
　
　
義
　
昭

飯
田
川
支
団
第
２
分
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長

菊
　
地
　
　
　
浩

飯
田
川
支
団
第
２
分
団
　
班
　
長

鎌
　
田
　
勇
　
孝

飯
田
川
支
団
第
４
分
団
　
部
　
長

古
　
戸
　
信
　
雄

活
動
に
努
め
、
地
震
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
た

び
に
、
己
の
危
険
を
省
み
ず
、

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
、
防
災
・
防
火
活
動
に
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

年
々
、
消
防
団
に
課
せ
ら
れ
る

使
命
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
消
防
団
員
の
み
な
さ
ま

に
は
、
初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

普
段
か
ら
の
訓
練
に
取
り
組

み
、
防
火
・
防
災
思
想
の
高
揚

と
推
進
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

来
賓
者
祝
辞
の
後
、
被
表
彰

平
成
19
年
　
出
初
式
表
彰
者
（
敬
称
略
）

▲潟上市消防団30分団が一堂に会す

▼

無
火
災
達
成
へ
気
持
ち
新
た
に
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■
秋
田
県
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章
（
10
年
以
上
）

天
　
王
支
団
第
２
分
団
　
団
　
員

佐
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重
　
弘

天
　
王
支
団
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６
分
団
　
団
　
員

安
　
田
　
新
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天
　
王
支
団
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６
分
団
　
団
　
員
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山
　
政
　
樹

天
　
王
支
団
第
８
分
団
　
班
　
長

佐
々
木
　
勝
　
身

天
　
王
支
団
第
８
分
団
　
団
　
員

芳
　
賀
　
敏
　
志

天
　
王
支
団
第
９
分
団
　
団
　
員

高
　
原
　
秀
　
彦

天
　
王
支
団
第
９
分
団
　
団
　
員

鎌
　
田
　
　
　
守

昭
　
和
支
団
第
２
分
団
　
団
　
員

菅
　
原
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悦

昭
　
和
支
団
第
２
分
団
　
団
　
員

菅
　
原
　
　
　
透

昭
　
和
支
団
第
３
分
団
　
団
　
員

舘
　
岡
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昭
　
和
支
団
第
５
分
団
　
団
　
員

菅
　
原
　
伊
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昭
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団
第
７
分
団
　
団
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天
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８
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９
分
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史
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団
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分
団
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平
　
野
　
信
　
雄
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支
団
第
11
分
団
　
団
　
員

南
　
都
　
洋
　
一

昭
　
和
支
団
第
13
分
団
　
団
　
員

永
　
井
　
英
　
明

昭
　
和
支
団
第
13
分
団
　
団
　
員

畠
　
山
　
　
　
修

■
秋
田
県
消
防
協
会

男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
長
表
彰

７
年
勤
続
章

天
　
王
支
団
第
１
分
団
　
団
　
員

船
　
木
　
継
　
雄

天
　
王
支
団
第
７
分
団
　
団
　
員

櫻
　
庭
　
　
　
馨

天
　
王
支
団
第
７
分
団
　
団
　
員

櫻
　
庭
　
健
　
一

者
を
代
表
し
、
昭
和
支
団
第
十

一
分
団
長
の
佐
々
木
金
明
氏
が

「
消
防
団
員
の
志
を
ひ
と
つ
に

し
て
、
火
災
予
防
の
啓
蒙
を
図

り
、
消
防
団
と
し
て
の
使
命
を

は
た
す
べ
く
、
な
お
一
層
の
消

防
技
術
の
鍛
錬
に
努
め
る
こ
と

を
誓
い
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
、
鎌
田
健
一
消
防
団

長
が
「
昨
年
は
、
七
件
の
建
物

火
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
員
は
、
新
春
に
あ
た
り
決

意
も
新
た
に
団
結
を
強
固
に

し
、
各
種
の
災
害
か
ら
市
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
防

災
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
緊
急

時
に
即
応
出
来
る
訓
練
と
研
修

を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
。
そ

し
て
相
互
連
携
の
も
と
に
消
防

人
た
る
人
格
の
向
上
に
努
め
、

消
防
精
神
の
錬
磨
と
消
防
技
術

の
研
鑽
に
励
み
、
市
民
生
活
の

安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
努

め
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し

た
。最

後
に
参
列
者
一
同
が
万
歳

三
唱
を
し
、
消
防
・
防
火
体
制

の
確
立
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
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庭
　
光
　
明

天
　
王
支
団
第
８
分
団
　
団
　
員

今
　
井
　
鉱
　
次

昭
　
和
支
団
第
２
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３
分
団
　
団
　
員

菅
　
原
　
貴
　
之

昭
　
和
支
団
第
５
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７
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澤
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憲
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８
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団
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司
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４
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４
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９
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団
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２
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２
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３
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３
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３
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９
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２
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３
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平成19年潟上市交通指導隊初出式が、１月８日、市役
所昭和庁舎大会議室で行われ、交通指導隊員25人が参列
しました。
式では、はじめに石川光男市長が「飲酒運転の事故は、
加害者、被害者ともに悲惨な状況にあります。交通指導
隊員のみなさまには、このような事態を招かないよう、
飲酒運転撲滅はもちろんのこと、交通事故のないまちづ
くりに協力していただきたい」と訓示。続いて、中井光
春隊長が「昨年は市内で３件の交通死亡事故が発生し、
とても残念に思っています。今年はこのような悲しい事
故が起こらないよう、隊員一同力を合わせ交通安全思想
の啓発に取り組みたい」と力強く決意表明を述べました。
また、この日は式に先立ち、参列者全員で昭和大久保
の月山神社で今年の交通安全を祈願し、安全なまちづく
りに向け、気持ちを新たにしました。

平成19年潟上市交通指導隊初出式

飲飲飲飲酒酒酒酒運運運運転転転転撲撲撲撲滅滅滅滅と

交交交交通通通通事事事事故故故故ゼゼゼゼロロロロを目指して

▲被表彰者を代表し佐々木金明氏が謝辞を述べる

▼

中
井
隊
長
が
決
意
表
明



４

水道課（q855－5123）

税務課（q878－9803）

水道に関するお問い合わせは…潟上市水道課まで

冬期間は、水抜き栓を操作し、水道管の

水抜きをしましょう。

ハンドルの開閉が不完全だった場合、水

抜き栓から漏水する場合がありますので、

ハンドルの開閉は、栓がしっかりと止まる

まで行ってください。

Ｑ．水道管が凍結したときの対処法は？

Ａ．①水道管や蛇口にタオルを巻き付け、ゆっくり時間を

かけながらぬるま湯をかける。このとき、熱めの湯

をかけると水道管が破裂したり、ヒビ割れすること

がありますので、ご注意ください。

②水道管や蛇口にヘアドライヤーの温風を吹きかける。

③ストーブを利用し、部屋全体を暖かくする。

Ｑ．凍結、漏水した場合の連絡先は？

Ａ．潟上市指定給水装置工事事業者へ修理を依頼してくだ

さい。市指定給水装置工事事業者については、水道課

へお問い合わせください。

水道メーターの検針は
隔月で行っています
天王地区でも水道メーターの検針を隔月で行っていま

す（次回は２月上旬）。なお、冬期間、積雪などにより

検針できなかった場合については、推定料金（前３カ月

使用水量の平均）での請求となり、４月検針時での精算

となります。また、昭和・飯田川地区においては、３・

４月検針時での精算となります。

検針を円滑に行うため、各家庭でも、水道メーターボ

ックスやその周辺の除雪などのご協力をお願いします。

冬期間の水道管理
水抜きをして凍結を防ごう！

秋田地域振興局県税部では、平成19年に使用する農業
用免税軽油の交付申請を受け付けます。
農業経営者が農作業用の機械に軽油を使用する場合

は、あらかじめ県から免税証の交付を受け、軽油を購入
するときに販売店に提出することで、軽油取引税（１㍑
あたり32.1円）が免除されます。
交付申請は、秋田地域振興局県税部課税課（秋田地方
総合庁舎１階）で随時受付しています。
※申請書類は県税部課税課で用意しています。

お問い合わせは…
秋田地域振興局県税部課税課（q８６０－３３４２）

農業用免税軽油の交付申請を忘れずに！

家屋の固定資産税は、毎年１月１日現在の建物に対し
て課税されます。
家屋の取り壊しや一部減少など、建物に変更があって、
まだ届け出をしていない方は、お早めに税務課へ届け出
をしてください。
なお、法務局で「家屋滅失登記」の手続きをされてい
る場合は、届け出の必要はありません。

届け出・お問い合わせは…
潟上市税務課（q８７８－９８０３）

家屋を取り壊したら税務課へ届け出を

▲検針をスムーズに行うために、メーターボックスの上や
まわりの除雪などにご協力ください

平成18年分確定申告書の受付期間は次のとおり
です。
●申告所得税　２月16日(金)～３月15日(木)
●贈　与　税　２月１日(木)～３月15日(木)
●消費税(個人事業者) ～４月２日(月)

秋田北税務署の確定申告書作成会場は、ポートタ
ワーセリオン（秋田市土崎港）に開設します。
(税務署には作成会場を設置しません)
●開 設 期 間 ２月１日(木)～３月15日(木)
●開 設 時 間 ９時～16時
土・日曜日、祝日は休みですが、２月18日と25
日の日曜日に限り、秋田県労働会館で秋田南税務署
と共同開設し、申告書収受・用紙配布・納付相談を
行います。
提出期限や納付期限を過ぎると、加算税や延滞税
がかかることがありますので、申告と納税は期限内
にお願いします。

お問い合わせは…
秋田北税務署個人課税第一部門（q８４５－１７５３）

秋田北税務署から「確定申告」のお知らせ
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【教育委員会】
桜庭　春樹 国体事務局国体準備班長

（産業課種苗交換会推進班長）
【農業委員会】
鈴木　和徳 農地振興班（産業課種苗交換会推進班）

【産業建設部建設課】
菅原　　摂 建　設　班（産業課種苗交換会推進班）

【産業建設部産業課】
小林　永幸 農　政　班（産業課種苗交換会推進班）

潟上市人事異動（平成19年１月１日付）

市が発注する工事（工事費の予定価格250万円以上）の入札結
果についてお知らせします。潟上市財政課（q８７８－９８０５）

平成18年度　市の入札結果

「平成18年度国民健康保険税第７期」
納期限は１月31日(水)です

忘れずに最寄りの庁舎または金融機関で納

付しましょう。便利な口座振替納税もありま

すので、ぜひご利用ください。

災害、病気、失業などにより納期限までに

納税が困難な場合は、収納課までご相談くだ

さい。

また、税の減免を受けられる場合は、申請

書の提出が必要となります。市役所各庁舎の

総合窓口センターに減免申請書を備え付けて

ありますので、納期限の７日前までに申請し

てください。

●お問い合わせ

課税・減免については…　

潟上市税務課（q８７８－９８０３）

口座振替・納税相談については…　

潟上市収納課（q８７８－９８０４）

年金相談センターは、秋田市の北都銀行別館４階で年
金に関する相談を承っておりましたが、平成18年12月
28日をもちまして廃止になりましたのでお知らせしま
す。
なお、引き続き平成19年１月４日から秋田社会保険

事務所総合相談室にて年金相談をお受けしますので、ぜ
ひご利用ください。
○平成19年１月４日からは
秋田社会保険事務所総合相談室
〒010-8565
秋田市保戸野鉄砲町5-20（秋田中央郵便局となり）
年金給付課（q８６５－２３７９）

年金相談センター廃止のお知らせ

老齢基礎年金や老齢厚生年金を受給している場合、所
得税法上の「雑所得」として取り扱われます。
社会保険庁では、これらの年金を受給しているみなさ

んへ、１月下旬に「公的年金等源泉徴収票」を送付しま
す。
この「公的年金等源泉徴収票」には、平成18年中に

支払われた年金額・源泉徴収税額・扶養親族等の内訳な
どが記載されています。
年金以外に所得のある方などは、確定申告の際にこの

源泉徴収票が必要となりますので、大切に保管してくだ
さい。
なお、障害年金や遺族年金は非課税のため源泉徴収の

対象とならないことから、源泉徴収票は送付されません。

HAPPY
INFORMATION
HAPPY
INFORMATION

国民年金 年金受給者のみなさんへ
源泉徴収票が送付されます

お問い合わせは…
潟上市市民課(q877－7801)
秋田社会保険事務所国民年金第１課・２課(q865－2390/2399)

工事名称 ホース乾燥塔設置工事
工事場所 潟上市消防団昭和支団

（第６・９・10・11・
12分団）・飯田川支団
（第２・３・５分団）
消舎内

請負業者 東北産業㈱
契約金額 6,132,000円
工　　期 平成18年12月１日

～平成18年12月20日

工事名称 大郷守水源計装設備
更新工事

工事場所 昭和大久保字北野
街道下118番地外

請負業者 ㈱ユアテック
秋田営業所

契約金額 21,420,000円
工　　期 平成18年12月19日

～平成19年３月28日
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市役所の電話番号（市外局番018）

※ご用の方は担当課への直通電話

をご利用ください。

●潟上市役所天王庁舎

総務課 q878-9801

税務課 q878-9803

収納課 q878-9804

天王庁舎総合窓口センター

q878-9806

会計課 q878-9808

潟上市役所第2庁舎

総合政策課　 q878-9802

財政課 q878-9805

●潟上市役所昭和庁舎

社会福祉課 q855-5112

高齢福祉課 q855-5113

健康課 q855-5115

昭和庁舎総合窓口センター

q855-5110

産業課 q855-5120

建設課 q855-5118

都市整備課　 q855-5119

下水道課 q855-5121

水道課 q855-5123

議会事務局 q855-5124

農業委員会 q855-5122

●潟上市役所飯田川庁舎

市民課 q877-7801

生活環境課 q877-7802

飯田川庁舎総合窓口センター

q877-7800

教育委員会

総務学事課 q877-7803

幼児教育課 q877-7804

生涯学習課 q877-7805

スポーツ振興課 q877-7806

国体事務局 q877-7807

●潟上市役所追分出張所

(勤労青少年ホーム)q873-5672

行 政ホットライン
10万円を超える現金での振込みは
本人確認が必要です

１月４日から10万円を超える現金で

振込みを行う場合、金融機関の窓口で運

転免許証や健康保険証などの本人確認書

類を提示のうえ、振込みを行うこととな

りました。これを受けて、ATMでの10

万円を超える現金の振込みができなくな

りました。

これは、マネー・ローンダリングやテ

ロ資金対策のための国際的な要請を受け

て、本人確認法の改正が行われたことに

よるものです。

また、預貯金口座を通じて振込みを行

う場合は、ATM及び窓口のいずれにお

いても、従来と同様のやり方でお振込み

いただけます。

お問い合わせは…

東北財務局秋田財務事務所理財課

（q862－4193）

飯田川地区
『合同年祝い会』を開催します
平成19年潟上市飯田川地区合同年祝い会

を開催します。対象となっているかたには
既に通知を送付していますので、みなさん
お誘い合わせのうえ、ご参加ください。
主　催 飯田川公民館・分館
と　き ２月４日（日）10時30分～
ところ 八郎潟ハイツ
今年の対象者は次のとおりです。
◎33歳　昭和50年生まれの女性
◎42歳　昭和41年生まれの男性
◎61歳（還暦） 昭和22年生まれのかた
◎70歳（古希） 昭和13年生まれのかた
◎77歳（喜寿） 昭和６年生まれのかた
◎80歳（傘寿） 昭和３年生まれのかた
◎88歳（米寿） 大正９年生まれのかた
◎90歳（卒寿） 大正７年生まれのかた
◎99歳（白寿） 明治42年生まれのかた
◎100歳 明治41年生まれのかた
お問い合わせは…
飯田川公民館

（q877－6744／有線3800）

「スギッチ募金」にご協力をお願いします
「秋田わか杉国体」競技力向上支援

協議会では、県民のみなさんを対象と
した「スギッチ募金」を受け付けてい
ます。
この募金は、国体成功のカギを握る

本県選手の競技力向上や生涯スポーツ
を通じて健康で明るい秋田にしていく
ための体制づくりに役立てられます。

潟上市では、市役所各庁舎総合窓口
センターで募金を受け付けていますの
で、みなさんのご協力をお願いします。
ご協力いただいた方には「スギッチ

ピンバッチ」を差し上げます。

お問い合わせは…
「秋田わか杉国体」競技力向上支援協議会事務局

（秋田県体育協会内q864－8090）
秋田わか杉国体潟上市実行委員会事務局
（潟上市国体事務局内q877－7807）

一　　口 1,000円（何口でも結構です）

募金期間 平成19年５月末日まで

秋田わか杉国体開催まであと257日となりました。潟上市
実行委員会では、ホームページを開設し、準備経過や潟上市
開催競技の相撲・レスリング競技の見所などを掲載していま
す。ぜひご覧ください。
アドレスはこちら↓
http://www.city.katagami.akita.jp/kokutai/index.html
お問い合わせは…秋田わか杉国体潟上市実行委員会

（潟上市国体事務局内q877－7807）

秋田わか杉国体潟上市実行委員会
ホームページを開設しました



県育英会「平成19年度学生寮入寮生」募集

学生寮の概要▼
●東京寮 募集人員　男子40人程度
（東京都世田谷区北沢１丁目41-22）
●ビューリー千秋 募集人員　女子30人程度
（神奈川県川崎市中原区宮内４丁目31-5）
募集期間▼
第１次　１月22日(月)～２月２日(金)
第２次　２月13日(火)～２月23日(金)
※郵送、持参とも受付最終日必着
応募資格▼
秋田県出身者で、学生寮から通学でき

る範囲内の大学・短大・専修学校に合格
し、第１学年に入学する方
※詳細はお問い合わせください。
募集要項・入寮申込書の請求▼
次のいずれかの方法により必要書類を

お受け取りください。
①県育英会のホームページからダウンロ
ード
②県育英会、県内各高等学校、各市町村
教育委員会などで直接受け取る
③郵便で請求（必ず封筒の表に入寮した
い寮名を記載してください。また、返
信用封筒として定形サイズ「長形３号」
封筒が必要になりますので、その封筒
に申込者の住所・氏名を記入し、80
円切手を貼ったものを同封して、県育
英会へ送付してください）
お申込み・お問い合わせは…
〒010－0951
秋田市山王４丁目1-2
(財)秋田県育英会（q860－3552）
http://www.akita-ikuei.jp

７

「法務局なんでも相談所」開設

と　き ２月４日(日)10時～16時
ところ トピコ会議室（秋田駅ステーシ

ョンデパート３階）
内　容 遺産相続・土地の境界問題、

土地・建物の各種登記手続き、
夫婦・家庭内の問題、いじめ
・体罰問題など

相談担当 法務局職員
※相談は無料で、予約は必要ありません。
お問い合わせは…
秋田地方法務局総務課

（q862－6531）

「第２回潟上市フットサル大会」
参加チーム募集

と　き ２月10日(土)小学生の部
中学生の部

２月11日(日)一 般 の 部
シニアの部

ところ 潟上市介護予防センター
チーム編成▼
●小学生の部：
潟上市内の小学生チーム

●中学生の部：
潟上市内の中学サッカー部

●一般の部：
潟上市内のチーム（先着６チーム）

●シニアの部：
潟上市内のチームで35歳以上で構成
（先着４チーム）
※各チーム８人以上で構成すること
申込期限 ２月１日(木)まで協会事務局

・菅原にＥメールでお申込み
ください。申込後に申請書、
要項日程等を送付します。

お申込み・お問い合わせは…
協会事務局・菅原（携帯09040439676）
（makodonaudo@yahoo.co.jp）

「ふたあら福祉会」職員募集

募集職種 介護職員
募集人員 ６人
応募資格 50歳以下の女性で介護福祉

士およびヘルパー２級以上の
資格を有する方

勤務場所 特別養護老人ホーム
「わかば園」

申込期限 １月31日(水)まで履歴書を
わかば園に提出してください。

試　験 ２月10日(土)10時～
わかば園会議室

お申込み・お問い合わせは…
〒018－1502
潟上市飯田川下虻川字上谷地168-1
特別養護老人ホームわかば園

（q877－7077）

「無料法律相談」開催

と　き ２月14日(水)13時30分～
ところ 天王福祉センター
対　象 潟上市民に限ります
定　員 ４人（先着順）
お申込み・お問い合わせは…
潟上市社会福祉協議会

天王センター（q878－6538）
昭和センター（q877－5017）
飯田川センター（q877－2627）

「フラダンス同好会」会員募集

と　き 毎月第２・第４木曜日
９時～10時30分

ところ 天王公民館
会　費 1,000円（月２回分）
※日程が変更になる場合があります。
１月は25日(木)に行います。
お問い合わせは…佐藤（q878－9760）

あなたの庭木の枝
道路にはみ出していませんか？

潟上市生活環境課（q877－7802）

庭木の枝が道路（歩道など）にはみ

出していると、歩行者や自転車などの

通行に支障をきたし、交通事故を引き

起こす原因になる場合があります。

また、冬期間は除雪車の通行の妨げ

となり除雪作業が進まないなど、周辺

住民に迷惑をかけてしまいます。

個人の敷地からはみ出した庭木の枝

は、所有者が責任を持って切り落とす

などの対応をお願いします。
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市
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
セ
ス
・
イ
ー

ソ
ン
さ
ん
や
ク
リ
ス
タ
ル
・
キ

ク
モ
ト
さ
ん
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム

で
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
！

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
▼
１
月
28
日(

日)

11
時
〜
15
時

と
こ
ろ
▼
天
王
公
民
館
２
階 お申込み・お問い合わせは…

潟上市国際交流協会・加藤（q878－2071）


